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特記無し

2.3 手荷物規
則関係

　

2.3.2.3～2.3.2.4 追加 注に移動補助機器の輸送に関する完全な手順に関する指針のURL案内が追記された。

★2.3.5.8.1. 編集 (b)携帯電子機器(PED)のスイッチOFFから除外されるリチウム電池の含有量、ワット時定格値が追記された

2.8 政府および運航者例外規定

2.8.1 更新 政府例外規定：アルゼンチン(Argentine)、フィリピン (Philippine)が新規追加。ポーランド(Poland)が大幅変更。

2.8.3

更新 運航者例外規定：中国郵政航空(China Postal Airlines)、ヨーロッピアンカーゴ(European Cargo Limited)、フィッツエア (FITS
Aviation)、チェジュ航空(JEJU Air)、瑞麗航空(Ruili AirlinesCo.,Ltd)が新規追加。エジプト航空の重要な変更および他の変更あり。
注：単一容器の液体だけでなく固体もオーバーパックを要求する運航者が多数あり。

特記無し

★表4.1.A 編集
UN2913  Radioactive material, surface contaminted objects(SCO-Ⅰ) or (SCO-Ⅱ), non-fissile or fissile excepted が(SCO-Ⅰ)と
(SCO-Ⅱ)に分かれた。　　　　　【JACIS記：変更マークはない】

追加 UN2913  Radioactive material, surface contaminted objects(SCO-Ⅲ), non-fissile or fissile excepted が追加された。

変更等関係
★UN2991

編集
UN2991 （64版のProper Shipping Nameが”Carbamate pesticide, liquid, toxic, flammabl ★ flash point 23℃ or more"と"fllamable"
の"e"が脱落していたため修正された。

★UN1013 変更 UN1013,Carbon dioxide　に付いていた短剣標が削除された。　【JACIS記：付録AからCarbon dioxideが削除されたため】
　

★A16/17 編集 モデル規則の該当する特別規定番号が付記された。　　　【JACIS記：変更マークはない】

★A86 編集 (b)　「3.4.1.1.3または」の文言が削除され国連マニュアルのSubsectionが3.3.2.1.4から33.2.4に修正された。

★A174 更新 空欄(Not used)になった。

5.2.0.9 追加 (b)引火性ガスが充填される場合、水容積は1.25Lを超えないこと。旧(b)が(c)に繰下げとなった。

PI952 更新
電池および電池(a)、他の運用機器(a)に「機器(equipment)」が追加された。
電池(b),2に「乗り物から取り外され、乗り物と同梱されるリチウム電池」の取扱い方法が追記された。

PI954 更新
追加包装要件、包装物内に関し、 (f)が追加されオーバーパック内のドライアイス合計正味量(Total net quantity)をオーバーパック
の外面にマークしなければならない旨、追記された。

6.0.3 更新
旧6.0.3.4、6.0.3.5.が6.0.3.1、6.0.3.2になり、6.0.3.3.の下に旧6.0.3.1、6.0.3.2、6.0.6.3が各々6.0.3.4、6.0.3.5、6.0.3.6に、および旧6.0.3.6
以降が繰り下げられた。　　　　　　　【JACIS記：規定の順序が変わったが内容の変更なし】

★6.4.4.4 更新 (b)文末が「または(or)」から「および(and)」に変更された。

7.1.7 更新 旧7,1,7,1 ●3個目のドライアイスの規定が7,1,7.1.1に分化した。

★8.1.6.9.1 編集 ステップ5、注　　 【JACIS記：64版 Addendumで追加されたUN1169/UN1197の併用経過措置の注２が削除された】

8.1.6.9.2 追加 ステップ6、(a)、注で組合せ容器の外装容器内の内装容器の情報に関しては記載が要求されない旨、追記された。

特記無し

★10.7.4.3.1 編集 旧、「放射性物質ラベル」が「放射性物質危険性ラベル」に更新された。

10.8.3.9.1 追加 ステップ５、A78で技術的または化学的品名が要求される場合の規定および記載例が追記された。

10.8.6 追加 図10.8.F 危険物申告書の記入ー例4および図10.8.G 危険物申告書の記入ー例5が追加された。

★付録Ａ 削除 CARBON DIOXIDEが削除された。
★付録B 追加 B.2.1に「≈—Almost equal to　(ほぼ等しい）」が追加された。
★付録C 編集 表C.1、注2の参照項目番号が3.4.1.2.4.3に変更された。
付録D 更新 当局一覧表：詳細が最新化された。　    【JACIS記：変更マークはない】
付録E 更新 E.1：販売業者一覧、 E.2：ＵＮ規格容器の試験施設、いずれも最新の状態に更新された。　【JACIS記：変更マークはない】
付録F 更新 F.2:販売代理店が更新された。F.3-F.5:IATA認定危険物教育訓練校は新しいCBTA　Centre Programに加わった機関を含むため最

新化された。　　【JACIS記：変更マークはない】
付録H 新規

今後の変更（第66（2025年）版に予定されている規則改定の予告）。                                                                           危険
物の輸送に関する国連勧告の"モデル規則 "第23版はすべての輸送モードについて危険物の輸送に対し適用される規則の改定を
含んでいる。ICAO危険物パネルのメンバーも、特にその規定が航空輸送にのみ適用される航空による危険物の安全輸送に関す
る”技術指針”の規定に対する改定を始めている。これらの改定は2025年1月1日に発効するICAO技術指針2025-2026版の開発の
部分としてICAO危険物パネル(DGP)により見直される。ICAO技術指針2025-2026版は未だ最終決定されておらず、正確な文章お
よび詳細はDGR第66版にて決定される。
注：変更の意味を理解する一助として編集上の注が付されている。まだ修正があり得るものには、［　］で囲っている。

【JACIS記：内容は多岐に亘って多数の追加・変更があるがここでは省略する。主要な項目は以下である。】 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・腐食性物質およびその混合物に対する包装等級の割り当てについての基準の修正。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・リチウムボタン単電池のみを組み込んだ、回路基板を含む機器に対する試験要約についての要件の除外。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・危険物リストの最新化には、新しい品目名、UN3550, Cobalt dihydroxide powderを含む。UN1169, Extracts, aromatic, liquidは削除され、UN1197, 現在はExtraxts, flavouring, liquidがflavourまたはaromaに 対するxtracts, liquidになるよう改定される。現在、区分6..1に割り当てられているUN1891, Ethyl bromideは区分6.1の副次危険性を有する第3分類になるよう再分類される。　　　　　　　　　　　　　　　　・2つの新しい包装基準の採択。PI222は、物品が旅客機に禁止される深冷液化ガスおよびガス類を除き、副次危険性のない区分2.2のガスのみを含む、非引火性、非毒性ガス類を含む物品(Articles containing non-flammable, non-toxic gas, n.o.s.)に対するもので、PI975は物品が環境有害物質のみを含む、環境有害物質類を含む物品(Articles cotaining miscellaneous dangerous goods, n..o.s.)に対するものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・リチウム電池マークに提供すべき電話番号に対する要件を除去するためのリチウム電池取扱いマークに対する変更。2026年12月31日までの経過期間が設けられ、その間は現在のマークを継続して使用できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・9.3.7に対する改定ーラベルの貼り替え。包装物が受託された後、マー
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4.2危険物リスト

4.4 特別規定関係

IATA航空危険物規則書 第65版（2024年）主要な改定点 

第１章　－　適用　（Applicability)

 本資料は，主要な改定点のとりまとめであり、可能な限り全ての改定点を含めた。詳細はIATA航空危険物規則書を参照願います。
注：下記参照番号（サブセクション番号）等に “★” を付したものは、IATA航空危険物規則書の「第65版(2024年版）の重要な変更点および改定点」（日本
語版 xiii ﾍﾟｰｼﾞ、英語版 xxiii ﾍﾟｰｼﾞ) には反映されていないその他の改定点であることを表したものです。

第３章　－　分類　（Classification）
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・リチウム電池を組み込んだデータロガー(data loggers)および貨物追跡器(cargo trackers)については例外にすることがH1.2.7に示
されている。
・H2.3.2.4.3に、リチウムイオン電池が移動補助機器に組み込まれたままの場合、ワット時に制限はないことを明確にするため注が
追加される。
・カテゴリーAの病原菌表示リストが、猿痘ウィルスが培養物のみの場合、カテゴリーAであることを示すため改定される。
・H3.9.2.5.5.が、本規則の規定からのコロナワクチン(COVID-19 vaccine)に関する除外を、例えばワクチンのような、臨床的試験の
それらも含めすぐに使用できるような形で包装されているすべての薬品にも新たに適用するよう改定される。
・ナトリウムイオン電池(Sodium ion batteries)に対して新しい分類の規定がH3.9.2.7.に追加される。
・危険物リストが最新化された。以下の新しい品目名が含まれる。
―UN0514 、火災抑制剤散布装置(Fire suppressant dispersing devices) 区分1.4S
―UN3559、火災抑制剤散布装置(Fire suppressant dispersing devices) 第9分類
―UN3554、製品に含まれるガリウム(Gallium contained in manufactured articles)
―UN3551、ナトリウムイオン電池(Sodium ion batteries)、UN3552、機器に組み込まれたナトリウムイオン電池(Sodium ion
batteries contained in equipment)およびUN3552、機器と共に包装されたナトリウムイオン電池(Sodium ion batteries packed with
equipment)
―UN3556、 リチウムイオン電池駆動の乗り物(Vehicle, lithium  ion battery powered)、UN3557、リチウム金属電池駆動の乗り物
(Vehivle, lithium metal battery powered)およびUN3558、ナトリウムイオン電池で駆動する乗り物(Vehicle, sodium ion battery
powered)

・特別規定の改定および追加。以下を含む。
―A40を区分4.1の鈍性化された火薬類と同様に、第3分類の鈍性化された火薬類にも適用を拡大するための修正。
―A69をガリウムへの参照も含むための修正。
―A88,A99,A146およびA154をナトリウムイオン電池にも適用を含むための修正。
―A107を、危険物を含む装置、物品又は機器が5Lおよび/または5kgまでの環境有害物質を含むことを許可するための改定 。
―A185およびA214が、新しい品目名のリチウムイオン電池、リチウム金属電池およびナトリウムイオン電池駆動の乗り物に関する
参照および要件を取り込むための改定。
― A190が、A190に従って輸送される中性子線探知機には特別規定A2が適用されないことを明確化するための改定。

・包装基準への改定および追加。以下を含む。
―包装基準869にガリウムを含む製造された物品に関する規定を含むための改定。
―包装基準952にリチウムイオン電池、リチウム金属電池およびナトリウムイオン電池で駆動する乗り物に関する規定を含むため
の改定。
―包装基準961にUN3559、火災抑制剤散布装置(Fire suppressant dispersing device)を含むための改定。
―UN3551、ナトリウムイオン電池(Sodium ion batteries)、UN3552、機器と共に包装されたナトリウムイオン電池(Sodium ion
batteries packed with equipment)およびUN3552、機器に組み込まれたナトリウムイオン電池(Sodium ion battries contained in
equipment)に対する新しい包装基準の追加。
・ナトリウムイオン電池の新しい国連番号への参照を含むため、”リチウム電池マーク“に対する改定 。 
・有機過酸化物のリストの最新化
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